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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【ＰＴＡ役員会開催！ ～運営委員会にむけた話し合いが行われました。～】
２月１２日（火）午後６時半より、２月２０日（水）に行われるＰＴＡ運営委員会にむけ、役員会

が開催されました。
平成３０年度の事業・決算報告、３１年度の事業計画・予算案等の審議が行われ、次年度役員候補

についても話し合いがもたれました。
おかげさまをもちまして、本年度も、ＰＴＡ様のひとかたならないご理解・ご支援をたまわり、間

もなく教育活動をまとめることができそうです。役員のみなさんをはじめ、ＰＴＡのみなさんに心よ
り感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

【雪の降る中、寒さに負けずがんばります！ ～このがんばりが春にものを言います。～】
２月９日（土）に出勤し、ふと校庭を眺めると、大黒様のように、また、犬の散歩のように古タイ

ヤを引っ張る生徒、一輪車のハンドルが冷たくて立ち止まって手に息を吹きかける生徒の姿などが目
に入りました。
雪のシーズンとはいえ、中学校では、外の競技でも、土・日のいずれかに部活動があります。練習

を終えて片づけの真っ最中の風景ですが、よくがんばる子どもたちです。この冬場の厳しい練習が春
の大会に生きてきます。新人戦優勝チームの選手たちは冬も元気です。
春の大活躍を願っています。体に気をつけて、練習に励んでください。

【三春町教育長様より賞状拝受！～伊東先生、研究物のとりまとめありがとうございます。～】
２月１３日（水）は、『三春町教育研究発表会』の日でした。
三春町には、教育研究員会という組織があり、本校よりも２名

の先生方がその組織の一員として教育研究に取り組んできました。
まほらホワイエで全体会がもたれましたが、本校現職主任の伊

東先生がツカツカと壇に進み、どうしたんだろうと思っていると、
本校が先日出品した研究物が『特選』（県出品）に選ばれ、その賞
状を代表で三春町の教育長様よりいただけることになったという
ことでした。
子どもたちのがんばりと先生方のがんばりをお知らせしている

このお便りですが、また一つ、うれしいお伝えをすることができ
ました。みんながんばっていますよ。ご安心ください。

【卒業式ガイダンス実施！ ～自らよりよく伸びるためのガイダンス機能～】
２月１３日（水）の３・４校時、体育館の寒さをものともせず（ちゃんとストーブはつけていまし

たが）、卒業式にむけたガイダンスを行いました。
まずは、教務主任の新田先生より卒業証書授与式の意義や心構えについて、その方向性が示され、

卒業式の流れについて順を追って説明・練習していきました。
礼や着席、諸活動のタイミングなど、一つ一つに真剣に取り組む生徒のみなさんを見ていると、こ

こまでよくぞ立派に成長してきてくれと心を動かされました。
練習の中身もさることながら、休憩後の再開の姿が、教科教室型の三春中学校で学ぶ生徒の姿を象

三春中学校だより



徴していました。再開５分前には生徒は全員が自分の席に着席していました。２分前に教務主任の先
生が壇上につき、１分前には、全く私語がなくなり、再開の時間を待つばかりという状況でした。
時間を見て、人に促されずとも、自主的に行動できるのが三春中学校の子どもたちです。
きっと思い出に残る、心のこもった卒業式となることでしょう。

【和食のプロに学ぶ料理教室！ ～齋藤先生から、和食について学びました。～】
２月９日（土）、『食育』推進事業の一環として、『和食

のプロに学ぶ料理教室』を実施しました。
昨年度に引き続き、ホテル華の湯の総料理長の齋藤正大

先生を講師にお招きし、郡山女子大学より亀田先生とその
学生３名、そして、本校生徒、教員も含め総勢４０名での
開催でした。その様子は新聞各社の取材をいただき、２月
１１日付の福島民報新聞にも掲載されました。
その際の『齋藤語録』をご紹介します。○包丁とまな板の前

では無心になれる○食育ってそんな難しいものじゃないはず○父母、家族、

郷土に感謝○地産地消が大事。お金をかけずに新鮮なものを食べることで地

域がさらに元気になる○命をいただくから『いただきます。』、自分のために

駆け回ってご飯をつくってもらったから『ご馳走さま。』○つくること、食

べることを楽しもう。

食べる上、生きていく上での参考にしたいと思います。


